
新型コロナウイルス感染防止対策について

路線バス

１．車両の感染防止対防止対策
・空調や換気扇等の使用、及び悪天候時を除いて窓開けによる車内換気を徹底しています。
・車庫出庫前、及び１運行終了毎にお客様が触れる箇所（手すり・つり革等）を
消毒しています。

・プラズマクラスターイオン発生機を全車2基ずつ導入しています。（ちぃばすのみ）【写真①】
・人体に影響のない、抗菌-抗ウィルス無効触媒を車両に施工しています。【写真②】
・乗降口にお客様用の消毒液を用意しています。【写真③】

・乗降口と運転席の間にビニールカーテンによる仕切りを設けています。【写真④】

当社における、新型コロナウィルス感染症拡大予防の取組み状況をご案内いたします。

① ② ③ ④

当社は新型コロナウィルス感染予防に、引き続き全力で取り組んでまいります。



２．乗務員の感染拡大防止対策
・乗務員の出勤・退社時の対面点呼において、体温測定結果を個別の体温管理シートに記載し、
運行管理者が日毎の変動を管理・把握しています。また、発熱が確認された乗務員の乗務を
中止します。（写真④：検温風景）

・対面点呼を実施する点呼場には、ビニールシートによる仕切りを設けて飛沫感染防止
をしています。（写真⑤：点呼風景）

・乗務員はマスクを着用して乗務します。
・営業所内では、次亜塩素酸系空気清浄機を備えるとともに、職員にマスク着用を義務付け、
手洗い・うがいの徹底を行っています。

・休憩所の滞留防止、利用人数制限による濃厚接触回避、休憩所内での黙食を徹底しています。

３．お客様へのお願い
・マスクの着用と咳エチケットへのご協力をお願いいたします。
・車内での会話の際は周囲にご配慮いただきますようお願いします。
・飛沫感染防止のため、一部座席の使用を中止しておりますので、
ご理解ご協力をお願いいたします。（写真⑥）

④ ⑤ ⑥



高速バス
観光バス

１．車両の感染防止対防止対策
・非接触決済機器（クレジットカード）の導入（写真⑦）
・車両には「外気導入モード」を備えたエアコンを標準装備しており、
エアコンが車内空気の状況を感知して、自動で外気導入による換気をしています。
エアコンの活用とともに、出発前後における窓開けにより車内換気を徹底しています。

・車庫出庫前及び１運行終了毎にお客様が触れる箇所（手すり等）を消毒しています。（写真⑧）
・お客様用の消毒液を常備しています。
・客席と運転席の間にアクリル板の仕切りを設けています。（写真⑨）

⑦ ⑧ ⑨



２．乗務員の感染拡大防止対策
・乗務員の出勤・退社時の対面点呼において、体温測定結果を個別の体温管理シートに記載し、
運行管理者が日毎の変動を管理・把握しています。また、発熱が確認された乗務員の乗務を
中止します。（写真⑨：検温風景）

・対面点呼を実施する点呼場には、ビニールシートによる仕切りを設けて飛沫感染防止
をしています。（写真⑩：点呼風景）

・乗務員はマスクを着用して乗務します。
・営業所内では、次亜塩素酸系空気清浄機を備えるとともに、職員にマスク着用を義務付け、
手洗い・うがいの徹底を行っています。

３．お客様へのお願い
・乗車券のご購入はできるだけインターネット販売をご利用ください。
・ご乗車前の検温、マスクの着用と咳エチケット、へのご協力をお願いいたします。
・車内での会話の際は周囲にご配慮いただきますようお願いいたします。
・乗降時は間隔を空けて乗り降りしていただきますようお願いいたします。
・お手洗い使用後は便座の蓋を閉めていただくようお願いいたします。
・車内での飲食は出来るだけ避け、飲酒や大きな声での会話は控えていただきますよう

お願いいたします。

⑨ ⑩


